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マイクロ波ゴム連続加硫装置(UHF-HAVライン)
・自動車の窓枠やドア回りのシール材として使用されているウェザーストリップの製造装置
・1973年の創業の切っ掛けになった装置
・ゴムは熱伝導性があまり良くなく、外部加熱では中心まで昇温するために時間が掛かるが、
マイクロ波であれば内部加熱によって中心まで迅速に昇温することが可能である。

・外部加熱からマイクロ波に切り替えたことでライン長が1/3まで短縮されたケースもある
・ライン速度10～20m/min UHF通過時間約30秒 初期温度70℃ 通過後温度200℃
・マイクロ波加熱装置がUHF、熱風加熱装置がHAVと呼ばれている

ウェザーストリップの使用例

押出機 UHF HAV-1 HAV-2 冷却槽他仕上げ工程

ライン速度10～20m/min（ゴム種による）
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